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           歯科医療の近未来とつまようじ法 

医）ファミリー会 理事長 

永 山 正 人 

最近、週刊ダイヤモンドからは「もうダマさ

れない歯医者の裏・特集」、ZAITEN からは、

「歯科医を襲う倒産ラッシュの悪夢」等、「イ

ンプラントの使い回し」に関するマスコミ報道

とも合わせると、いわゆるデンタルバッシング

が大流行の時代になってきたといえる。この背

景には、歯科医療に対する患者、つまり国民の

不満が少なからず存在しているからである。つ

まり、患者が求めている歯科医療が提供できて

いない事に起因する。 

これは、患者さんが、昔とは比べものになら

ないほど情報を持つようになり、また、患者と

しての権利意識も高くなってきていることも

原因と思われる。 

同時に、より豊かな快適な生活を求めるよう

になり、歯科医療に対する要望も多様化、高度

化して来ている結果と解釈できる。これらの社

会の変化、患者意識の変化（ニーズ）に歯科医

師が対応しきれていないことと、良質の歯科医

療を提供するための基礎となる経営の健全化

が確保されていないからではないかと思われ

る。平成 23 年 3 月に北海道歯科医師会会員に

平成 19 年、20 年、21 年と 3 年間の収支差額の

動向に関する調査をしたことがある。この結果、

3 年間継続的に増加したという歯科医療機関は

約 12%、3 年間変化無しが約 22%、減少したが

64%であった。 

なんと、約 6 割以上の歯科医療機関は、経年

的に医業収益（売上）、収支差額が減少してい

るとの結果が示されていた。この経営的悪化が、

マスコミで騒がれている内容の大きな要因に

なっているのではないだろうか。また、この原

因は歯科医師のモラルの低下が原因だという

人もいるが、私はそれが直接的な原因とは思っ

ていない。しかし、このような報道が、歯科大

学（大学歯学部）の受験の抑制になり、歯学部

入学者の定員割れにも繋がってくる。その事に

より、益々歯科医師の能力の低下が起こり、そ

れが又デンタルバッシングの材料になりかね

ない。 

お隣の韓国では、若者がなりたい職業の第１

位に歯科医師がランクされている。同じ職業で

あるはずなのに、国により大きな違いが出てい

るのは、やはりその職業に対する経済的裏付け

である。したがって、日本においても歯科医師

がある程度の生活が出来るようになれば、韓国

と同じまでとは言わないまでも、若者が憧れる

職業になるものと期待できる。では、経営の健

全化、安定化はどのようにしたらよいのかとい

う事になる。そこで、今後社会がどのように変

化するかを考えてみたい。2005 年に 75 歳以上

の人口が 9%（1100 万人）だったものが、2025

年には、団塊の世代が 75 歳に突入し、2030 年

には 75 歳以上の人口が 20%（2200 万人）にな
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る事がシミュレーションされている。同時に、

人口の減少が起き、人口問題研究所の報告によ

ると、2030 年には約１億人になる事が示され

ている。この事によって、認知症高齢者の大幅

増加が起こるという事が、医科の先生方のデー

ターにも示されている。また、１人暮らしの高

齢者は 2025 年には 4 割近くになり、夫婦のみ

の高齢者も 3割近くになる事がシミュレーショ

ンされている。この事により、生活支援の必要

性がおき、国の政策として、地域包括ケアシス

テムの構築が計画されている。このような状態

では、終末期の医療費、介護、生活支援に関る

費用が膨大になる事が予測される。また、医

療・福祉の就業者を多くする必要も出てくる。

しかし、2005 年の労働人口が 6540 万人だった

ものが、2010 年には 6240 万人と減少傾向を辿

っている。したがって、歯科診療報酬に関る適

正な評価はいつの時代になっても期待できな

い事になる。 

さらに、歯科のような零細組織に良い人材が

集まらない時代になる事が予測される。したが

って、歯科医療提供に関しては省力化を始めと

して、診療システムのイノベーション、開業形

態の改革等が必要になるのではないだろうか。 

また、女性歯科医が増加してくるので、産前、

産後、育児休暇中の生活保障をどうするか等解

決しなければならない課題が沢山ある。これら

を解決するためには、疾病治療から、予防治療

への変更が必要と考えている。同時に、生活習

慣病予防が必要であり、その為には、良く噛む

こと、口腔機能の維持が有益である事はエビデ

ンスのある解決策である。また、介護予防には

歩く、しっかり食べる、家にとじこもらない等

が提唱されている。つまり、歯及び歯周組織の

健康によって、生活習慣病や介護予防（生活支

援等も少なくなる）が、可能である。今後は、

虫歯が減少し、歯周病が多くなる事がシミュレ

ーションされているので、つまようじ法等の普

及によって、歯周病が減少すれば、前述のポジ

ティブな社会現象は解消される。歯科医療は、

歯周病等の予防がメインであって、虫歯や欠損

補綴はサブ的な存在になる事が望ましい。また、

今後は歯科医療の多くは、口腔内科的な発想に

よる歯科医療提供が主流になるものと思われ

る。 

予防を中心とする歯科医療の提供は、市場を

広げることになるので、現在の治療対象者は

130 万人といわれているが、その何倍にもなる

はずである。ここで、予防で収入が入るのかと

いう問題になるが、予防の提供は非常にバリエ

ーションがあり、サプリメント等を含めた物販

もあり、生活習慣病予防に対する指導管理等、

継続的に通院する患者が増加してくるメリッ

トがある。また、指導に当る歯科衛生士も、子

育てが終わっても比較的簡単に復帰できる。女

性歯科医師も同様に、子育てが終わってからで

も予防であれば十分復帰できる内容である。比

較的単純なスキルをマスターするのは、期間が

かからないはずである。このように「予防」提

供のプログラムが確立し、「予防」のビジネス

モデルが出来れば多くの歯科医院は、流行る歯

科医院になり、健全な歯科医院経営ができ、社

会的な地位等も確保され、安定した生活が出来

るようになるはずである。この「予防プログラ

ム」には、「つまようじ法」は大変有力なスキ

ル（エビデンスのある）になりうるものと思わ

れる。国民に支持され、歯科界を救う「つまよ

うじ法」の今後に期待したい。 

永山 正人 （ながやま まさと）      

[略歴] 
昭和 50 年 日本歯科大学卒 

昭和 63 年 日本歯科大学博士課程修了（歯学博士） 

平成 11 年 （国立）小樽商科大学院修了 

（平成 23 年 商学博士） 

平成 9 年 ～北海道医療大学歯学部非常勤講師 

      （歯科医療管理学） 

平成 24 年～医療法人ファミリー会 永山ファミリー歯科

クリニック 理事長 

平成 24 年～日本歯学大学客員教授 

平成 24 年～日本歯科医療管理学会会長
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「若林歯科医院」は、ＪＲ倉敷駅から東に１ｋｍほど

の場所に 2002年に開設された診療所です。院長の若

林元先生、若林由紀先生やスタッフの皆さんにお話を

伺いました。 

ブラッシングを主体とした診療所を 

―つまようじ法を採用したきっかけを教えてください。 

院長 開業当初から、ブラッシングを主体とした

診療所をやりたいと思っていたんです。私は岡大

にいたときにつまようじ法は知っていたのです

が、以前は別のブラッシング方法に取り組んでい

ました。ところが、あまり効果が上がっていなか

った。そこで、改めてつまようじ法を勉強して採

り入れてみようと考え、渡邊先生に実習に来てい

ただいたりしてスタートしたのが 3 年程前です。

今が一番患者さんもついてきていますし、歯周組

織の状態を見ても治療効果は上がっていると思

います。 

 

－具体的な診療の進め方などお聞かせください 

院長 初診の患者さんでも当院ではほぼ例外な

くブラッシングから始めます。もちろん応急処置

はしますが、ブラッシングが大事だということを

患者さんに伝えて、先ず歯科衛生士に術者磨きを

してもらいます。その後、ブラッシング指導をし

ます。例えば補綴を行うにしても、歯肉の状態が

ある程度改善しないと基本的には印象はしませ

ん。私は当たり前のことだと思っていますが、一

般的には当たり前ではないような気がします。 

 私は治療が終わってからメンテというやり方

は絶対にダメだと思っています。中には当院のス

タイルが合わないと感じて来られなくなる患者

さんもいますが、意外とそのうち戻ってきたりし

ます。他院に行って、やっぱり違うというのが分

かるのでしょうね。 

 つまようじ法を本格的に採り入れたのは最近

ですが、ブラッシングが大切だという考え方は 20

年前から変わっていません。ブラッシングで始ま

ってブラッシングで終わるというか、そこがダメ

だったら何をやっても上手くいかないと思うん

です。 

 メインテナンスには 1 時間枠を取っています。

チェアが 3台しかないですし、もう少し短い時間

でやったほうが効率は良いと思うのですが、患者

さんの満足を考えるとやはり 1 時間は必要です。

チェア 2台をメンテに使っていますが、特に夕方

と土曜日は予約が取りにくい状態になっている

のが悩みです。 

 お口の健康ネットワークの認定を取らせてい

ただいた歯科

衛生士 2人は本

当によくやっ

てくれていま

す。患者さんへ

の対応も非常

に良くこれか

所在地：岡山県倉敷市幸町 14－27 

チェア： 3 台 

スタッフ：Dr 2名、DH 3名、受付 1名 

診療時間：9～12 時、14～19 時 

（土午後は 17 時まで） 

休診日：水、日、祝祭日 

外来患者数：1 日約 25 名 
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らも頑張って欲しいのですが、ちょうど 2人とも

今年結婚しました。そろそろ新しい歯科衛生士も

育てないといけないかもしれません。 

 私は歯科衛生士っていい仕事だとずっと昔か

ら思っているのですが、現実には衛生士の仕事を

辞めてしまう人が多いですよね。看護師は結婚や

出産をしても復帰する人が多いことを考えると

とても残念です。 

由紀先生 やる気のある歯科衛生士さんも多い

と思うのですがその人たちのやる気を削いでい

るのは私達歯医者かもしれません。結局歯科衛生

士さんにちゃんと仕事をしてもらわないと、歯医

者の仕事は成り立たないと思います。 

患者さんの利益を第一に 

院長 当院では、少なくとも患者さんの不利益に

なるようなことはしていないと思います。最近で

は、患者さんとのトラブルは限りなくゼロに近い

です。スタッフにも、とにかく患者さんの立場に

立って考えよう、自分がされて嫌なことはしない

ように、と言っています。私自身、患者さんが良

くなるのが嬉しいし、良くならないと申し訳ない

という気持ちで診療しています。 

 初診で来られる患者さんを診ていると、時々か

わいそうに感じてしまうような状態の方がおら

れます。いままで通われていた歯科医院でブラッ

シングとかメインテナンスをやっていたという

にもかかわらず、です。逆に、歯医者に何年も行

ってなかったという人のほうがよっぽど歯が良

かったりします。長年やってくると、いじればい

じるほど悪くなるというのがよく分かってきま

した。歯はできるだけいじらないのが一番いいと

思います。点数はあまり上がりませんが（笑）。 

由紀先生 メンテに来られている患者さんのキ

ャンセル率は電話を含めても 10％未満です。また、

継続来院されている患者さんは抜歯になる確率

は非常に低いと思います。削らずに済んだ、抜か

ずに済んだ、抜髄せずに済んだというのをもっと

評価されるような仕組みがあってもいいのでは

ないでしょうか。 

院長 偉そうなことを言えば、歯医者は国民のた

めにやろうという気概が必要です。技術よりも何

よりも、まずは患者さんを大事にするという気持

ちを持って、これからも 10 年、20 年とやってい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左からＤＨ長野さん、ＤＨ佐藤さん、受付福島さん、由紀先生、

院長先生 

 

若林 元（わかばやし はじめ） 

1965 年 岡山県に生まれる 

1989 年 大阪歯科大学卒業 

1993 年 岡山大学大学院歯学研究科博士課程卒業 

1993 年 岡山大学歯学部文部教官助手 

（歯科補綴学第一講座） 

1997 年 若林歯科医院 勤務（倉敷市阿知） 

2002 年 若林歯科医院 開設（倉敷市幸町） 

長野 奈美 さん 

つまようじ法は効果が早く出る方法だと思い

ます。1 回目は患者さんもとっつきにくいところ

があったり、感想を聞くと中には痛がられる方も

いますが、出血の量が減ったり、患者さん自身が

良くなったことに気付くと、いい方法だと確信し

てもらえます。そうなると患者さんは継続して来

られますし、状態が悪くなることも少ないです。 

佐藤 みどり さん 

 当院にお世話になる前から、つまようじ法は知

っていましたが、積極的には行っていませんでし

た。慣れるまでは力が入りすぎてよく筋肉痛にな

りましたが、患者さんの歯肉の状態がよくなって

くるのを見るとだんだん自信がついていったの

を覚えています。 

歯科衛生士さんの声 
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●活動報告

予防歯科臨床セミナー（2日コース） 

日時：平成 25年 4月 20日（土） 15：00～19：00 

21日（日）9：00～15：00 

会場：国際ファッションセンター（東京） 

参加者数：1日目 30名、2日目 28名 

■講師 

ｐｍｊ歯科診療所 黒瀬真由美 

小畑歯科医院 小畑文也 

 

予防歯科臨床セミナー（2回コース） 

１回目（基礎編） 

日時：平成 25年 6月 9日（日） 10：00～16：00 

会場：千里ライフサイエンスセンター（大阪） 

参加者数： 31名 

■講師 

ｐｍｊ歯科診療所 黒瀬真由美 

小畑歯科医院 小畑文也 

 

予防歯科臨床セミナー（2回コース） 

２回目（応用編） 

日時：平成 25年 6月 23日（日） 10：00～16：00 

会場：千里ライフサイエンスセンター（大阪） 

参加者数： 36名 

■講師 

ｐｍｊ歯科診療所 黒瀬真由美 

小畑歯科医院 小畑文也 

 

 

◎セミナー受講者のアンケートから・・ 

●つまようじ法の導入で、リコール率のＵＰ、患者さ

んの増加が著明であったことに、予防・ブラッシン

グの効果が感じられた。ブラッシングの実習では、

やはり自分で磨けていない所をブラッシングされる

ことの気持ち良さを実感できました。（ＤＨ） 

●つまようじ法を始めて、もう何年も経ちますが、毎

年参加する度に、歯ブラシの毛先の角度や動かし

方、細かいところを指摘してくださるので明日から

の診療に役立てていきたいです。（ＤＨ） 

●症例写真や、資料があることでとてもひきつけら

れました。今年からＤＨになった私にとっては、ブラ

ッシングでここまで効果が得られるんだ！と思いま

した。将来的には、訪問や、特養のケアを行いた

いという気持ちが強かったんですが、更にその意

識が高まりました。（ＤＨ） 
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渡邊先生の訪問実習受講者のアンケートから 

●目的を明確に何回でも同じように伝えることの大

切さを実感しました。理念をスタッフと共有するた

めのコミュニケーション技術と時間が不足していま

す。もっと先生のお話を聞きたかったです。実際と

歴史を含めて。（Ｄｒ） 

●歯間部にブラシの毛先を入れる量と入れる方向

がとても参考になりました。今までは、ただ入れば

よいと思っていたので、毛先の角度（近心と遠心を

意識すること）は、なるほど！と思いました。動きが

早いのに、確実に歯間部に入っているのが良く分

かりました。（ＤＨ） 

●先生のおっしゃっていた、病気を治すのをスタ

ートとするのではなく、健康を増進させるのをスタ

ートとしたいという考えに共感しました。まだブラッ

シングは上手くないですが、実習でアドバイスされ

たことを考えながら実行していきたいと思います。

（ＤＨ） 

 

●事務局からのお知らせ 

 

●今後の行事日程 

Ｈ25 年 月 日 内容 開催地 講師等 時間（予定） 

9/8（日） 

第 10 回 理事会 

第 5 回 通常総会 さいた

ま市 

― 9：00～12：00 

お口の健康ネットワーク講演会 
小島 理史 

山本 龍生 
13：00～15：30 

10/20（日） 
予防歯科臨床セミナー 

2 回コース（1 回目） 
東京 

黒瀬真由美 

小畑 文也 

10：00～16：00 

11/10（日） 
予防歯科臨床セミナー 

2 回コース（2 回目） 
10：00～16：00 

 

●認定歯科衛生士証の再発行について 

認定歯科衛生士証を発行させていただいている方で、ご結婚等で姓が変わられた場合は、会員登録内

容を変更の上、再発行することが可能です。ご希望の方は事務局までご連絡ください。楯の製作費用は初

回同様 5,000円となります。 

●ポスターについて 

ポスター 「プロの歯磨き体験しませんか」の残り枚数がわずかとなっており、一部内容を変更して再制作

する予定です。完成いたしましたら、会員医院宛に配布いたします。 

（編集後記） 

 今年も折り返し地点を通過しました。当会も 7 月末で

第 5期が終了いたします。9月の総会はさいたま市で行

いますが、午後に同封のチラシの内容で講演会を行い

ます。地元の歯科医師会のご協力もいただき、小島理

史先生の講演、理事の山本龍生先生の講演を予定し

ています。会員の皆様のご参加をお待ちしております。 

（事務局 草野栄路） 
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